
（１）  国が行う表彰

表５－１　国が行う各種表彰の受章の状況
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５　消防表彰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
　　　種　類

R3H30 R1 R2

全 国 少 年 消 防 ク ラ ブ
運 営 指 導 協 議 会 会 長
表 彰
（ 消 防 庁 長 官 表 彰 ）
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退 職 報 償 〈 銀 杯 〉

　 国民の生命、身体及び財産を火災から保護するとともに、水火災又は地震等の災害を除去し、これら
の災害による被害の軽減等を図る消防の任務は著しく危険性が高く、その功労に報いる必要がある。こ
れに対処するため、消防職団員・消防機関並びに消防に協力した個人及び団体の功績を称賛し、もっ
て消防関係者の士気を鼓舞させることを目的として消防関係者表彰制度がある。
　該当表彰の種類は、次のとおり広範多岐にわたって行われている。

　功労があった者をほめたたえ、その功績を広く一般に知らせる奨励制度として、今日国が行う表彰制
度の根幹をなしているものに、叙位及び叙勲、褒章などがあり、これらはいずれも内閣が取り行うもので
ある。
　その他、消防庁長官が表彰旗・徽章、表彰状等を授与して行う表彰制度が設けられている。
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　 ア　岐阜県消防表彰規則に基づく表彰

　イ　岐阜県退職消防団員報償規則に基づく報償

表５－２　県が行う各種表彰の受章状況
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（３）　各種団体が行う表彰

　国や県などの表彰制度以外にも、消防関係者等で組織されている関係団体が実施する表彰は、種々

行われている。

　現在、消防関係者について、消防関係団体が行っている表彰の受章状況は表５－３のとおりである。
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（２）県が行う表彰

　　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
　　　種　類

R3

　消防任務の遂行上、特に功労があり、他の模範と認められる消防関係者（団体）に対し、岐阜県知事が
行う表彰は、「岐阜県消防表彰規則」（昭和33年７月18日規則第62号）に基づき実施されている。
　制定後も消防関係者の精神面に対する処遇の改善や消防吏員及び消防団員に対する賞じゅつ金制
度など、表彰制度の整備拡充を図ってきた。

　消防団員の勤務の特殊性にかんがみ、団員として多年勤続した者が退職した場合において、その功労
に報いるため、「岐阜県退職消防団員報償制度」（昭和38年８月９日規則第70号）に基づき、消防団員と
して10年以上15年未満勤続して退職した者に対し、記念品（楯）を授与して報償を行っている。
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